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１ 第二期希望がかなうみえ 子どもスマイルプランの策定経過について 

計画の策定にあたり、次のとおり庁外会議の開催やパブリックコメントの実施により

意見等をいただき、庁内会議（みえ子どもスマイルプラン推進本部会議）にて内容を決

定しました。 

 

（１）庁外会議の開催状況 

各計画の策定においては、それぞれ下記のとおり外部の委員による会議を開催して

意見等をいただきました。 

  ①第二期希望がかなうみえ 子どもスマイルプラン 

    → ○三重県少子化対策推進県民会議 

      ○三重県少子化対策推進県民会議 計画推進部会 

  ②第二期三重県子ども・子育て支援事業支援計画 

    → ○三重県子ども・子育て会議 

  ③第二期三重県子どもの貧困対策計画 

  ④第四期三重県ひとり親家庭等自立促進計画 

    → ③④を合わせて意見交換 

 ○三重県社会福祉審議会児童福祉専門分科会 

 

 

○三重県少子化対策推進県民会議 

開催経過 

 開催日時 議題等 

第１回 令和元年８月 29日 

14時～16時 

・「希望がかなうみえ 子どもスマイルプ

ラン」の改定について 

第２回 令和元年 10月 18日 

14時 30分～16時 30分 

・次期子どもスマイルプランの重点的な取

組等について 

 

委員名簿【令和元年 10月 18日 第２回会議時点】 敬称略  

委 員  

秋山 則子  NPO法人三重みなみ子どもネットワーク理事長  

浅尾 美和  みえの国観光大使  

伊藤 徳宇  桑名市長（三重県市長会）           

江藤 みちる 国立大学法人三重大学助教  

岡本 直之  三重県商工会議所連合会会長  

岡本 陽子  広島文化学園大学院教授  

小田 悦子  三重県学童保育連絡協議会事務局長  

金森 美智子 連合三重副会長   

紀平 正道  三重県産婦人科医会会長   

久保 行央  多気町長（三重県町村会）        
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委 員  

黒瀧 一輝  NPO法人あそぼらいつ理事長 
NPO法人子どもステーションくまの理事長 

 

小竹 篤   鳥羽市教育長（三重県市町教育長会）  

坂下 啓登  三重県商工会連合会会長  

佐久間 裕之 三重県中小企業団体中央会会長  

佐野 貴信  みえ次世代育成応援ネットワーク運営委員長  

下角 圭司  三重労働局局長  

杉浦 礼子  名古屋学院大学准教授  

鈴木 照美  一般社団法人三重県助産師会会長  

舘 啓司   パパスマイル四日市   

田部 眞樹子 NPO法人三重県子どもＮＰＯサポートセンター理事長  

中井 健治  三重県児童養護施設協会会長  

中島 伸子  井村屋グループ株式会社代表取締役社長  

二井 睦   三重県私立幼稚園・認定こども園協会会長  

二井 栄   三重県医師会副会長           

西本 亜裕子 レディオキューブＦＭ三重   

速水 正美  三重県民生委員児童委員協議会会長  

福田 圭司  公益財団法人三重こどもわかもの育成財団理事長  

藤谷 俊文  三重県保育協議会会長  

藤原 正範  鈴鹿医療科学大学教授  

前川 紗里  三重県立看護大学生       

松田 茂樹  中京大学教授   

森永 昭和  三重県ＰＴＡ連合会副会長  

矢田 覚   三重県高等学校長協会会長（四日市西高等学校長）   

山田 朋子  万協製薬株式会社品質管理部品質管理課  

鈴木 英敬  三重県知事 議長 
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○三重県少子化対策推進県民会議 計画推進部会 

開催経過 

 開催日時 議題等 

第１回 令和元年５月 24日 

９時 30分～12時 

・「希望がかなうみえ 子どもスマイルプ

ラン」の進捗状況について 

・「希望がかなうみえ 子どもスマイルプ

ラン」の改定について 

第２回 令和元年７月 26日 

13時 30分～15時 30分 

・三重県少子化対策推進県民会議 計画推

進部会設置要綱の改正について 

・「希望がかなうみえ 子どもスマイルプ

ラン」の改定について 

（総合目標等、見直しの考え方、構成案、

ライフステージごとの取組、重点的な取

組） 

第３回 令和元年 10月４日 

13時～15時 

・「ライフステージごとの取組及び環境の

整備等」について 

・「重点的な取組」について 

第４回 令和２年２月５日 

13時～15時 30分 

・第二期希望がかなうみえ 子どもスマイ

ルプラン【最終案】について 

（重点目標・モニタリング指標について、

計画全般について） 

 

委員名簿【令和２年２月５日 第４回会議時点】 敬称略 

委 員  

岩上 真人  井村屋グループ株式会社総務・人事部長  

落合 知   三重労働局雇用環境・均等室長  

小畑 英慎  三重県産婦人科医会副会長  

金森 美智子 連合三重副会長  

倉田 幸則  津市教育委員会教育長  

小松 貞則  三重県立津商業高等学校長（三重県立学校長会）  

坂井 治美  みえ次世代育成応援ネットワーク運営委員  
（株式会社エスト取締役） 

 

杉浦 礼子  名古屋学院大学准教授  部会長 

田部 眞樹子 NPO法人三重県子どもＮＰＯサポートセンター理事長  

野村 豊樹  三重県医師会理事  

松田 茂樹  中京大学教授  

山田 朋子  万協製薬株式会社品質管理部品質管理課  
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○三重県子ども・子育て会議 

開催経過 

 開催日時 議題等 

第１回 令和元年７月 30日 

13時 30分～15時 30分 

・平成 30 年度の実施状況と今後の取組に

ついて 

・第二期「子ども・子育て支援事業支援計

画」の策定について 

第２回 令和元年 11月 25日 

13時 30分～15時 30分 

・第二期「子ども・子育て支援事業支援計

画」（中間案）の策定について 

第３回 令和２年１月 31日 

13時 30分～15時 30分 

・第二期「子ども・子育て支援事業支援計

画」（最終案）の策定について 

 

委員名簿【令和２年１月 31日 第３回会議時点】 敬称略 

委 員  

岡本 陽子  広島文化学園大学大学院看護学科研究科教授 会長 

田口 鉄久  鈴鹿大学こども教育学部教授 副会長 

駒田 幹彦  三重県医師会理事  

鈴木 光代  三重県市長会（伊勢市健康福祉部参事）  

森本 直美  三重県町村会（多気町健康福祉課長）  

上島 和久  三重県市町教育長会（名張市教育長）  

青山 弘忠  三重県保育協議会副会長（いそやま保育園長）  

田辺 宜子  三重県保育協議会副会長（津市高茶屋保育園長）  

服部 高明  三重県私立幼稚園・認定こども園協会副会長 
（学校法人 ひかり学園理事長） 

 

曽我 千智  三重県国公立幼稚園・こども園長会会長 
       （四日市市立富洲原幼稚園長） 

 

小田 悦子  三重県学童保育連絡協議会事務局長  

安藤 大作  三重県ＰＴＡ連合会顧問  

中井 健治  三重県児童養護施設協会会長  

速水 正美  三重県民生委員児童委員協議会会長  

金森 美智子 連合三重副会長  

中村 和仁  三重県経営者協会会員サービス部課長  

田部 眞樹子 NPO法人三重県子どもＮＰＯサポートセンター理事長  

羽根 靖之  公募委員  

藤村 真帆  公募委員  
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○三重県社会福祉審議会児童福祉専門分科会 

開催経過 

 開催日時 議題等 

第１回 令和元年９月６日 

13時 30分～15時 30分 

・三重県子どもの貧困対策計画及び 

第三期三重県ひとり親家庭等自立促進計

画の進捗状況と次期計画の策定について 

第２回 令和元年 11月 13日 

10時～12時 

・第二期三重県子どもの貧困対策計画及び

第四期三重県ひとり親家庭等自立促進

計画の策定について（中間案） 

第３回 令和２年２月 10日 

15時～17時 

・第二期三重県子どもの貧困対策計画及び

第四期三重県ひとり親家庭等自立促進

計画の策定について（最終案） 

 

 

 

委員名簿【令和２年２月 10日 第３回会議時点】 敬称略 

委 員  

秋山 則子  NPO法人三重県子どもＮＰＯサポートセンター副理事長  

井上 美保子 保育士  

宇佐美 直樹 三重県保育協議会 副会長  

欠田 長平  三重県里親会 会長  

北野 好美  三重県母子寡婦福祉連合会 理事長   

佐々木 光明 学校法人神戸学院 神戸学院大学法学部 教授  

佐藤 ゆかり 公募委員  

佐野 貴信  みえ次世代育成応援ネットワーク 委員長  

中井 健治  三重県児童養護施設協会 会長  

西田 寿美  児童精神科医  

早川 武彦  三重県スクールソーシャルワーカー  

速水 正美  三重県民生委員児童委員協議会 会長  

藤井 滋子  三重県自閉症協会 会長  

藤原 正範  鈴鹿医療科学大学保健衛生学部 教授 会長 

堀内 咲子  三重県看護協会 常任理事  

松岡 典子  NPO法人ＭＣサポートセンター 代表  

村瀬 勝彦  三重弁護士会 会長代理 

山下 高弘  三重県小中学校長会  
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（２）パブリックコメント 

①意見募集内容 

   下記（ア）～（エ）の計画について、合わせて意見を募集しました。 

（ア）第二期希望がかなうみえ 子どもスマイルプラン（中間案） 

  （イ）第二期三重県子ども・子育て支援事業支援計画（中間案） 

  （ウ）第二期三重県子どもの貧困対策計画（中間案） 

  （エ）第四期三重県ひとり親家庭等自立促進計画（中間案） 

②意見募集期間 

令和元年12月18日から令和２年１月17日まで 

③意見募集の結果 

○意見提出者数 27名（個人23名、団体３団体、不明１名） 

○意見数 82件 

・第二期希望がかなうみえ 子どもスマイルプラン（中間案）に関する 

ご意見 24件 

・第二期三重県子どもの貧困対策計画（中間案）に関するご意見 57件 

・その他のご意見 １件 

 

 

（３）庁内会議の開催状況 

  第二期希望がかなうみえ 子どもスマイルプランに関して、みえ子どもスマイルプ

ラン推進本部会議を開催し、計画内容を決定しました。 

 

○みえ子どもスマイルプラン推進本部会議（庁内会議） 

開催経過 

 開催日時 議題等 

第１回 令和元年５月 28日 ・「希望がかなうみえ 子どもスマイルプ

ラン」の改定について 

第２回 令和元年 11月 21日 ・「第二期希望がかなうみえ 子どもスマ

イルプラン」中間案について 

第３回 令和２年２月 19日 ・「第二期希望がかなうみえ 子どもスマ

イルプラン」最終案（案）について 

第４回 令和２年３月 27日 ・「第二期希望がかなうみえ 子どもスマ

イルプラン」について 
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２ 用語解説 

用語 説明 

野外体験保育 野外を中心とした、地域の自然を体験活動に取り入れた保育や

幼児教育のこと。子どもが主人公となれるよう、保育士等や周

りの大人が関わりながら取り組む。 

スクールソーシャ

ルワーカー 

社会福祉の専門的な知識・技術を生かし、問題を抱えた児童生

徒を取り巻く環境に働きかけ、家庭・学校・地域の関係機関を

つなぎ、児童生徒の悩みや抱えている問題の解決に向けて支援

する福祉の専門家 

スクールカウンセ

ラー 

カウンセリングや臨床心理学の専門的な知識・技術を生かし、

児童生徒の悩みや不安を受けとめ相談にあたるなど、必要な支

援をする心理の専門家 

スクールサポータ

ー 

少年の非行防止および被害防止対策に必要な知識や経験を有す

る警察ＯＢ等で、学校等に対する巡回活動、相談活動、問題行

動等への対応、通学路等における児童の安全確保に関する助言

等を行う者 

かかりつけ医 日常的な診療や健康管理等を行ってくれる身近な医師 

スクールガード 学校と連携し、子どもを事件等から守るため、各学校区を中心

に犯罪等の未然防止を図るため自主的に組織された「学校安全

ボランティア」のこと 

スクールガード・

リーダー 

学校等を巡回し、学校安全体制およびスクールガードの活動に

対して専門的な指導・助言等を行う者のこと 

ユニバーサルデザ

イン 

障がいの有無や年齢、性別等にかかわらず、最初からできるだ

け多くの人が利用可能である施設、製品、制度等をデザインす

ること。また、今日では、情報、サービスを含む「すべての人

が生活しやすい社会のデザイン」といった、より広い概念とし

て使われている。 

三重おもいやり駐

車場利用証制度 

障がい者や妊産婦、けが人などで、歩行困難な方の外出を支援

するため、公共施設や商業施設などさまざまな施設に「おもい

やり駐車場」を設置するとともに、必要な方に「おもいやり駐

車場利用証」を交付する制度。特に、妊産婦の方については、

母子手帳取得時から産後１年６か月までを有効期間とするとと

もに生後１才６か月未満の乳幼児を同乗させる場合は母親以外

の方も使用できるなど、子育て中の方の外出支援を図ってい

る。 
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用語 説明 

リスクアセスメン

トツール 

児童相談所に児童虐待の通告があった際の初期対応および一時

保護の判断を適切に行うためのツールで、判断項目（児童のけ

がの状況や児童が保護を求めているかどうか等）シートおよび

ガイドラインで構成されている。 

ニーズアセスメン

トツール 

児童虐待ケースのうち、一時保護し家庭復帰となるケースにつ

いて、子どもや家庭の状況を把握し、市町等関係団体との情報

共有を図り、的確な在宅での支援を行っていくためのツール 

ＡＩ 「人工知能」を意味する「artificial intelligence」の略。

データベースをもとに、人間の知見をコンピューターでも可能

とする技術 

アドボカシー 子どもや障がい者など、自分の意見を伝えるのが困難な人に代

わりその意見を代弁し権利を擁護すること 

子ども家庭総合支

援拠点 

子どもとその家庭、妊産婦等を対象として、地域の実情の把

握、相談対応、調査、継続的支援を行う機関 

社会的養育 家庭への養育支援のほか、家庭養育が困難な子どもに対する里

親や施設における代替養育、養子縁組など、社会が子どもの養

育に対して保護者とともに責任を持ち、家庭を支援すること 

フォスタリング

（体制） 

里親のリクルートおよびアセスメント、登録前、登録後および

委託後における里親に対する研修、子どもと里親家庭のマッチ

ング、里親養育への支援（未委託期間中および委託解除後のフ

ォローを含む。）等の一連の過程における支援 

CLM（Check List 

in Mie） 

保育所、幼稚園に通う発達障がい児等の行動等を観察し、「個

別の指導計画」を作成するために、県立小児心療センターあす

なろ学園（現：県立子ども心身発達医療センター）が開発した

アセスメントツール 

特定不妊治療 排卵して体外で精子と受精させ胚を子宮に戻す「体外受精」お

よび排卵した卵子の中に精子を注入して受精させ胚を子宮に戻

す「顕微授精」のこと 

妊孕性温存治療 小児、思春期・若年でがんと診断された方が、がん治療により

生殖機能が低下または失うおそれがあると医師に診断された場

合、がん治療前に将来の妊娠のため、精子、卵子、胚（受精

卵）、卵巣組織を採取し、凍結保存する治療 
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用語 説明 

ネウボラ フィンランドの家庭支援の仕組みであり、妊娠期から就学前ま

での健診、保健指導、予防接種、子育て相談等の親子（家族）

支援を、必要に応じて支援機関と連携し、ワンストップで切れ

目のなく行う地域拠点施設 

周産期（医療） 周産期とは、妊娠 22週から生後７日未満までの期間をいい、

出産時を含む出産前後の時期を意味する用語。広義には胎児期

と新生児期をあわせた時期のことをいう。周産期医療とは、周

産期の妊産婦および胎児・乳児に対する医療。周産期の期間は

母子とも異常が生じやすいために、突発的な緊急事態に備えて

産科、小児科双方からの総合的な医療体制が必要であり、周産

期医療と表現されている。 

 

周産期母子医療セ

ンター 

新生児集中治療室（NICU）を有する相当規模の産科病棟や新生

児病棟を備え、常時の母体および新生児搬送受入体制を有し

て、合併妊娠、重症妊娠高血圧症候群、切迫早産、胎児異常等

母体、または子どもにおけるリスクの高い妊娠に対する医療、

高度な新生児医療等の周産期医療を行える医療施設 

NICU Neonatal Intensive Care Unit（新生児集中治療室）の略で、

早産などによる低体重児や先天性の重い病気を持つ新生児を受

け入れ、専門医療を 24時間体制で行う治療室 

認定こども園 幼稚園と保育所両方の機能や特徴を併せ持ち、地域の子育て支

援も行う施設 

ファミリー・サポ

ート・センター 

乳幼児や小学生等の子育て中の保護者を会員として、子どもの

預かりなどの援助を受けることを希望する方と、援助を行うこ

とを希望する方との相互援助組織 

放課後児童クラブ 保護者が就労等により昼間家庭にいない児童（小学生）に対し

て、放課後等に小学校の余裕教室や児童館などで遊びや生活の

場を提供するもの 

放課後子ども教室 放課後の子どもの居場所（活動拠点）を設け、多様な学習・体

験プログラムを提供するもの 

病児・病後児保育 病気や病後の子どもを保護者が家庭で保育できない場合に、病

院・保育所などに付設されたスペースにおいて、看護師等が一

時的に保育するもの 
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用語 説明 

イクボス 職場で共に働く部下・スタッフのワーク・ライフ・バランスを

考え、その人のキャリアと人生を応援しながら、組織の業績も

結果を出しつつ、自らも仕事と私生活を楽しむことができる上

司（経営者・管理職） 

三重とこわか県民

健康会議 

「誰もが健康的に暮らせる“とこわかの三重”」の実現に向

け、企業、関係機関・団体、市町等が連携し、健康無関心層を

含めた全ての県民が継続的に健康づくりに取り組む気運の醸成

を図り、県民自らが主体的に取り組む健康づくりや企業におけ

る健康経営の取組を推進するために組織された活動体 

三重とこわか健康

経営カンパニー

（ホワイトみえ） 

従業員の健康保持・増進の取組が、将来的に収益性等を高める

投資であるとの考えの下、健康管理を経営的視点から考え、戦

略的に実践する「健康経営」に取り組んでいるとして、県から

認定を受けた県内に所在する事業所または店舗等 

ハラスメント 人を困らせること。いやがらせ。 

地位や権力などを背景に相手に嫌がらせを行うパワーハラスメ

ントや性的な嫌がらせを行うセクシャルハラスメントなどさま

ざまな種類のハラスメントがある。 

ハラスメントは行う側の意識の有無に関係がないため、たとえ

本人にそのつもりがない場合でも相手を傷つける行為、苦痛を

与える行為、不利益を与える行為などはハラスメントに該当す

る。 

マタニティ・ハラ

スメント 

働く女性が妊娠・出産を理由に解雇・雇止めをさせられること

や、妊娠・出産・育児に関して職場で受ける精神的・肉体的な

いやがらせ。 

パタニティ・ハラ

スメント 

働く男性が育児休業をとったり、育児支援目的の短時間勤務制

度等を活用して育児参画することを職場の上司や同僚が妨げた

り、いやがらせをしたりすること。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第二期 希望がかなうみえ 子どもスマイルプラン 

 

令和２（2020）年３月 

三重県子ども・福祉部少子化対策課 

〒５１４－８５７０ 三重県津市広明町１３番地 
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ＦＡＸ ０５９－２２４－２２７０ 
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